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巻頭言

21世紀は新しい人材が求められています。大学間競争は激しさを増す一方で、各方面で21世紀

型大学に脱皮すべく、様々な改革プランが準備されております。問題発見解決型の人材育成は、時

代の要請であり、私たちは１人でも多くの学生を、こうした能力を兼ね備えた人材として育成し、

世に送り出す責務があると考えています。学生諸君には、「教養」と「専門」のバランスが大切で

あることを認識してほしいと思います。

ところで、大学の使命としては、「教育」「研究」「社会貢献」の三つがあげられるかと存じます。

これらの観点から、新生・経済学部の１年余りを回顧し、その一端をご報告申し上げます。

まず教育環境ですが、平成15年度末に、チャペル風の10階建ての新棟（EキャンパスB館、法科

大学院との共用）が竣工し、16年４月経済学部はここへ移転しました。新棟では少人数クラスの

講義が増え、また休み時間など、美しいキャンパスでくつろぐ学生たちの姿は好ましい雰囲気を醸

し出しています。さらに、同じ建物で学ぶ、法曹界への道を目指す法科大学院生の極めて真摯な勉

強ぶり、生き様は、経済学部生にとって、良き刺激になるものと期待されます。

カリキュラムに関しては、より効果を高めるために、１年前期の基礎ゼミを必履修から必修科目

に改め、全クラスを経済学部の専任教員が担当しております。サロンタイムと称して、教員と学生、

学生同士の交流の場を設けたりもしています。この基礎ゼミについては、昨年度学生による授業評

価を実施しました。調査項目は、教員側の問題点だけでなく、学生側の実態にも一歩踏み込んだ内

容となっております。この結果を踏まえて、より良き方向を目指しているところです。授業評価は、

本年度も実施予定であります。

経済学部では、昨年９月広報誌『生駒便り』第１号を発刊しましたが、本年４月には、新入生向

けに、『ハンティング・エピステーメーー経済学への誘いー』を刊行しました。この小冊子は、専

任教員の研究テーマを担当科目と関連させながら、自由にやさしく語ることを目的に編まれたもの

です。いわば学問的エッセイといえるかと思います。学生諸君には、経済学各分野への関心を高め

てもらうとともに、教室での講義とは一味違う、各教員のもう一つの顔を親しみを込めて読みとっ

てほしいとの願いもあります。２年生には、本年秋の「演習」（専門）募集時に配布予定です。

次に研究･社会貢献に目を移しますと、前者では、学部紀要として『生駒経済論叢』（年３回）を

刊行しました。本年４月には、６名の新任教員を迎え、教授陣は一段と強化され、学部のさらなる

活性化への期待が高まっています。学部全体の研究活動を総括すれば、近年外部資金を導入した研

究や研究成果を海外において発表する教員が増えてきたのをはじめ、多数の単著・共著・論文を生

み出しており、質量とも活発に行われていると評価できるかと思います。後者では、地元東大阪市

や中央の各種審議会委員、研究会委員などの委嘱を受け、学識経験者として活躍されている教員も

少なくありません。

昨年春の塩川正十郎財務大臣を迎えての総合経済政策学科開設記念「公開講座」に続いて、本年

春には、第２回公開講座を開催しました。堺屋太一氏をお招きし、「知価社会に生きる」というテ

ーマで講演を賜り、そのあと、昨年同様、学生・地域の皆様が一緒になって議論していただくとい
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